
８
月

日
、『
第

回
日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン

30

20

サ
ー
ト
』（
主
催

津
別
町
民
芸
術
劇
場
）
が
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
の
団
員
が
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
ア
マ

チ
ュ
ア
演
奏
家
を
指
導
す
る
「
つ
べ
つ
日
本
フ
ィ
ル

セ
ミ
ナ
ー
」
の
最
終
日
に
、
団
員
と
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

で
編
成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
成
果
を
披
露
す
る

恒
例
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

第
１
部
で
は
、
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
共
演
し

て
レ
ス
ピ
ー
ギ
作
曲
の
交
響
詩
「
ロ
ー
マ
の
松
」
な

ど
を
演
奏
。
第
２
部
で
は
、
ス
メ
タ
ナ
作
曲
の
交
響

詩
「
わ
が
祖
国
」
よ
り
《
高
い
城
》《
モ
ル
ダ
ウ
》
な

ど
の
曲
目
を
演
奏
し
、
来
場
者
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

奏
で
る
美
し
い
音
色
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

津
別
中
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
『
総
合
的
な

学
習
の
時
間
』
の
一
環
と
し
て
、
２
年
生
が
町
内

の
農
家
で
３
日
間
の
農
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

８
月

日
に
行
わ
れ
た
２
日
目
の
学
習
で
は
、
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2
年
生
が
６
か
所
の
農
家
に
分
か
れ
、
朝
か
ら
畑

の
雑
草
抜
き
や
収
穫
、
酪
農
作
業
な
ど
を
体
験
。

活
汲
の
澤
田
農
園
に
は
５
人
の
男
子
生
徒
が
訪
れ
、

農
園
の
方
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
畑
の
雑
草
抜
き

に
励
み
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
額
に
汗
し
て
黙
々
と
作
業
す
る

こ
と
で
、
働

く
こ
と
の
大

変
さ
や
達
成

感
を
実
感
す

る
と
と
も
に
、

農
業
・
酪
農

を
通
し
て
命

の
尊
さ
や
自

分
た
ち
の
手

で
食
べ
も
の

を
作
る
喜
び

を
学
び
ま
し

た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
魅
力
に
触
れ
る

日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

地
域
か
ら
学
ぶ
～
津
別
農
業
の
現
状
と
未
来
～

津
別
中
学
校
の
２
年
生
が
農
業
体
験

９
月

日
、
平
成

年
度
津
別
町

１４

２７

市
民
後
見
人
養
成
研
修
の
修
了
式
が
、

林
業
研
修
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
講
義
や
実
習
な
ど
、
全
８

回
、

時
間
を
超
え
る
研
修
を
終
え

３０

た

人
の
受
講
者
が
出
席
。
一
人
ひ

１３
と
り
に
佐
藤
町
長
か
ら
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
、
最
後
に
友
澤
太
郎
弁
護

士
に
よ
る
講
話
「
市
民
後
見
人
へ
の

期
待
」
を
聴
い
て
研
修
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

修
了
者
は
、
津
別
町
安
心
サ
ポ
ー

ト
生
活
セ
ン
タ
ー
の
市
民
後
見
人
候

補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
家
庭
裁
判

所
の
選
任
に
よ
り
、
認
知
症
等
で
判

断
能
力
が
不
十
分
と
な
り
、
親
族
が

い
な
い
人
の
法
律
行
為
を
行
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
養
成
研
修
修
了
式

受
講
者
に
修
了
証
書
を
授
与

《 実 施 期 間 》
１０月１５日(木)～１０月２４日(土)

秋 の 輸 送 繁 忙 期 の
交 通 安 全 運 動

オホーツク総合振興局

保健環境部

○過労・過積載・過密な運転の防止

○スピードの出し過ぎなど無謀運転の防止

○高齢者の交通事故防止・夜光反射材の

普及

○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中

の交通事故防止

○飲酒運転の根絶

運 動 の

津
別
町
と
一
般
社
団
法
人
・
北
見
地
区
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
よ
る
「
緊
急
時
に
お
け
る
輸
送
業
務
に

関
す
る
協
定
」
の
締
結
に
伴
い
、
9
月
3
日
、
林

業
研
修
会
館
で
協
定
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
調
印
式
に
は
佐
藤
町
長
と
北
見
地
区
ト
ラ
ッ

ク
協
会
か
ら
福
原
裕
二
会
長
が
出
席
し
、
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

災
害
時
、
ま
た
は
災
害
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る

場
合
に
は
、
救
援
物
資
や
生
活
機
能
回
復
の
た
め

の
物
資
の
輸
送
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
が
、

町
が
所
有
す
る
車
両
で
の
対
応
は
困
難
に
な
る
事

態
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
優
先
的
な
輸
送
体

制
の
確
保
を
図
る
た
め
に
協
定
を
結
ん
だ
も
の
で

す
。

子
ど
も
た
ち
が
水
泳
記
録
会
や
水
上
ゲ
ー
ム
で

プ
ー
ル
に
親
し
む
、『
す
い
む
ま
つ
り
』（
主
催

津
別
水
泳
協
会
）
が
、
９
月
５
日
、
温
水
プ
ー
ル

す
い
む
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
記
録
会
で
は
、

25
声
援
が
送
ら
れ
る
中
、
参
加
者
が
自
己
記
録
の
更

新
を
目
指
し
て
懸
命
に
泳
ぎ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
プ
ー
ル
ま
つ
り
で
は
、
水
上

玉
入
れ
や
浮
島
わ
た
り
、
浮
島
登
り
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。
特

に
プ
ー
ル
中

央
に
浮
か
べ

た
マ
ッ
ト
の

上
に
登
る
人

数
を
競
う
浮

島
登
り
で
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー

ク
良
く
、
バ

ラ
ン
ス
に
注

意
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

緊
急
時
に
お
け
る
輸
送
業
務
に
関
す
る
協
定

町
と
北
見
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
調
印
式

水
泳
記
録
会
と
水
上
ゲ
ー
ム
に
熱
戦

温
水
プ
ー
ル
で
す
い
む
ま
つ
り
開
催


